
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

Ver1.0

完成図完成図

プラスドライバーが必要です。ご用意ください。

コーナータップボックス(200-CB032シリーズ)組立説明書
★用意していただくもの・・・・・
プラスドライバー、はさみ
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用することをお勧めします。）

組立て部品

使用ボルト

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（200-CB032DBRMなど）と
　下記の部品番号（①～　）と部品名（ボルトなど）をお知らせください。
※①～⑫の部品には数字が書かれたシールが貼ってあります。

①天板×１枚
⑮ピン×８本

⑯締め付け円盤×８個

⑰ダボ×2５本

⑱蝶番×４個

⑲ケーブルタイ×１本

⑳クッションシート×４枚

目隠しシール(8枚)×1シート

②底板×１枚

③側板（左)×１枚 ④側板（右)×１枚

⑤扉×２枚

⑥棚板A×１枚

⑦棚板B×１枚

⑧仕切り板×１枚

⑨ストッパーA×１枚

⑩ストッパーB×１枚

⑫ストッパーD×１枚

⑪ストッパーC×１枚

⑬コンセント×１個

⑭ブラケット×２個 ゴム脚×４個  六角レンチ（4mm）×1本
              

タッピングボルトD×16本〔3×16〕

ボルト×4本〔M6×10〕

タッピングボルトA×4本〔4×40〕

タッピングボルトB×4本〔4×14〕

タッピングボルトE×4本〔3×12〕

タッピングボルトF×2本〔3×12〕

タッピングボルトC×1本〔3×15〕

接着剤×1本
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使用ボルト

タッピングボルトE〔3×12〕

⑰ダボ

③側板（左)

④側板（右)

⑥棚板A

②底板

⑨ストッパーA

⑰ダボ

タッピングボルトE

⑩ストッパーB ⑪ストッパーC ⑫ストッパーD

⑮ピン

側板（左）、側板（右）にダボを差し込みます。 棚板Aにダボを差し込みます。

底板にゴム脚を取付けます。 ストッパーA、ストッパーB、ストッパーC、ストッパーDにピンを取付けます。

ゴム脚

　接着剤
※ダボを差し込む前に
　穴に塗布します。

　接着剤
※ダボを差し込む前に
　穴に塗布します。

　接着剤
※ダボを差し込む前に
　穴に塗布します。
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❶底板のダボにストッパーC、ストッパーDを差し込み、締め付け円盤を差し込みます。 ❷締め付け円盤を回して固定します。

ブラケットは短い面が棚板B
に接する面です。

短い 長い

⑦棚板B

使用ボルト

タッピングボルトB〔4×14〕

⑯締め付け円盤

締め付け円盤

⑪ストッパーC⑫ストッパーD
②底板

三角を穴の方向に向けます。

⑯締め付け
円盤

⑰ダボ

⑰ダボ

⑯締め付け
　円盤

締め付け円盤をプラス
ドライバーで矢印の方向
へ回して締め付けます。

⑦棚板B

⑭ブラケット
⑭ブラケット

タッピングボルトB

底板にダボを差し込みます。

棚板Bにブラケットを取付けます。 棚板Bにダボを取付けます。

底板にストッパーC、ストッパーDを取付けます。

　接着剤
※ダボを差し込む前に
　穴に塗布します。

　接着剤
※ダボを差し込む前に
　穴に塗布します。
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❶棚板BのダボにストッパーA、ストッパーBを差し込み、締め付け円盤を差し込みます。 ❷締め付け円盤を回して固定します。

⑥棚板A
※切り欠きがあるのが後、
　ダボ穴のあるの方が上です。

使用ボルト

タッピングボルトA 〔4×40〕

使用ボルト

タッピングボルトA 〔4×40〕

タッピングボルトA 

タッピングボルトA 

締め付け円盤

締め付け円盤

⑩ストッパーB

③側板（左）

三角を穴の方向に向けます。

⑯締め付け
　円盤

⑯締め付け
　円盤

締め付け円盤をプラス
ドライバーで矢印の方向
へ回して締め付けます。

⑦棚板B

⑨ストッパーA

②底板
※切り欠きがあるのが後、
　ストッパー板のあるのが上です。

側板（左）に底板を取付けます。 側板（左）に棚板Aを取付けます。

棚板BにストッパーA、ストッパーBを取付けます。

　接着剤
※ダボを差し込む前に
　穴に塗布します。

　接着剤
※ダボを差し込む前に
　穴に塗布します。
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④側板（右）
※切り欠きがあるのが後です。

※同様にもう一枚の扉にも蝶番を取付けます。

使用ボルト

タッピングボルトD〔3×16〕

使用ボルト

タッピングボルトA 〔4×40〕

⑦棚板B ボルト

※3段階の中から任意の位置に
   取付けます。

タッピングボルトA 

向きを変える

後

使用ボルト

ボルト〔M6×10〕

⑱蝶番×４個

⑱蝶番
⑤扉

タッピングボルトD

側板（右）を取付けます。 ボックスの向きを変えます。

棚板Bを取付けます。 扉に蝶番を取付けます。

　接着剤
※ダボを差し込む前に
　穴に塗布します。
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使用ボルト

タッピングボルトD〔3×16〕

使用ボルト

タッピングボルトD〔3×16〕

向きを変える

⑬コンセント

⑱蝶番

タッピングボルトD

タッピングボルトD

蝶番

カバー

側板（左）に蝶番を取付けます。 ボックスの向きを変えます。

側板（右）に蝶番を取付けます。 コンセントからカバーを取外します。

③側板（左）

④側板（右）
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❶コンセントを仕切り板に差し込みます。

❶コンセントのケーブルにケーブルタイを取付けます。 ❷ケーブルタイを絞って固定します。 ❸ケーブルタイをハサミでカットします。

❷タッピングボルトFで固定します。

21

使用ボルト

タッピングボルトF〔3×12〕

50mm

強く
引っ張る

はさみ

カットする

ケーブル

⑧仕切り板
※左右に小さな穴の
　ある方が前です。

コンセント

前

コンセント

　カバー
※パチンと音が鳴るまで押し込みます。

押し込む

⑲ケーブルタイ

⑲ケーブルタイ
※完全に固定されるまで
　強く引っ張ります。

タッピングボルトF

仕切り板にコンセントを取付けます。

コンセントにケーブルタイを取付けます。

コンセントにカバーを取付けます。

パチン



23 24

25 26

使用ボルト

タッピングボルトC〔3×15〕

①天板

⑮ピン

⑳クッションシート

⑲ケーブルタイ

タッピングボルトC

⑧仕切り板 ⑰ダボ

仕切り板にケーブルタイを固定します。 仕切り板にダボを取付けます。

クッションシートを取付けます。 天板にピンを取付けます。
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下

①天板

ケーブル

⑥棚板A

前

下

仕切り板
※ケーブルタイのある方が下、
　差込口のある方が前です。

コンセントのケーブルを下側に通します。 棚板Aに仕切り板を取付けます。

扉を閉じます。 天板を取付けます。



CC/BC/TTDaAk
〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

扉の調整方法
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〈上面図〉

締まる

ゆるむ

締まる

ゆるむ
上下調節ネジ

蝶番の上下調節ネジをゆるめると
扉の上下位置を調節できます。
調節後はしっかりと締め付けて
固定します。

ゆるむ

締まる

ゆるむ

締まる
上下調節ネジ

左右調節ネジ左右調節ネジ

蝶番の上下調節ネジをゆるめると
扉の上下位置を調節できます。
調節後はしっかりと締め付けて
固定します。

蝶番の左右調節ネジをゆるめると
扉の左右位置を調節できます。
調節後はしっかりと締め付けて
固定します。

蝶番の左右調節ネジをゆるめると
扉の左右位置を調節できます。
調節後はしっかりと締め付けて
固定します。

蝶番の前後調節ネジをゆるめると
扉の前後位置を調節できます。
調節後はしっかりと締め付けて
固定します。

蝶番の前後調節ネジをゆるめると
扉の前後位置を調節できます。
調節後はしっかりと締め付けて
固定します。

ゆるむ

締まる

締まる

ゆるむ

前後調節ネジ前後調節ネジ

B

A

三角を穴の方向に
向けます。

⑯締め付け円盤

⑯締め付け円盤

❶側板（左）、側板（右）に締め付け円盤を差し込みます。 ❷締め付け円盤を回して固定します。

ボックスを起こします。 側板に目隠しシールを貼り付けて完成です。天板を締め付け円盤で固定します。

⑯締め付け円盤

⑯締め付け円盤

締め付け円盤をプラス
ドライバーで矢印の方向
へ回して締め付けます。

目隠しシール

目隠しシール

シートから剥がして貼り付けます。


